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ＩＢＳ茨城放送の特別番組「ふるさと放送局～今日ＩＢＳ茨城放送の特別番組「ふるさと放送局～今日
は一日東海村で語れば！」（正午～午後６時）がテは一日東海村で語れば！」（正午～午後６時）がテ
クノ交流館･リコッティ館内から放送。クノ交流館･リコッティ館内から放送。

祭り会場に駆け付けてくれた、梶山弘志･衆議院議祭り会場に駆け付けてくれた、梶山弘志･衆議院議
員（左）と橋本昌･知事（中央）の２人。村上村長（右）員（左）と橋本昌･知事（中央）の２人。村上村長（右）
と談笑する一幕も見られました。と談笑する一幕も見られました。

M
emories of the Tokai Summer Festival
M
emories of the Tokai Summer Festival

第30回記念「東海まつり」花火大会は９月27日(土)･午後７時～８時30分第30回記念「東海まつり」花火大会は９月27日(土)･午後７時～８時30分
久慈川河川敷周辺（「留大橋」東海村側）の“久慈川河川敷周辺（「留大橋」東海村側）の“秋秋

しゅうしょうしゅうしょう

宵宵･晩景に光彩の花をつくります”･晩景に光彩の花をつくります”

東海まつり実行委員会事務局（東海村合同庁舎４号館内 ☎283-2141 http://tokai-fes.com/）
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問
合
せ

東海駅

９月上旬から平成21年２月下旬まで、工事へのご協力をお願いします

東海村自治基本条例（案）地域説明･意見交換会を９月に
“住民が主役のまちづくり”を進めるルールづくりを…。条例案のパブリックコメントは９月１日から募集

待合室完成図（外観）待合室完成図（外観）待合室完成図（室内）待合室完成図（室内）

地方分権の拡大に伴い、“東海村のことは東海村で決めよう”と、「東海村自治基本条例（案）」の検討･策定に取

り組む「東海村自治基本条例策定委員会」（委員長･圷洋
ようす け

右さん）では、住民の皆さんを対象とする「東海村自治基

本条例（案）地域説明･意見交換会」を開催します。自治基本条例とは、住民･議会･行政それぞれの役割や住民参

加の仕組みを定めた“自治体の最高規範”ともいうべきもので、この制定に

より、“住民が主役のまちづくり”を進め、一人ひとりの満足度が高められ

ていくことが期待されています。委員会では、多くの皆さんと意見交換を

行い、寄せられた意見等を以降の策定過程の中に反映させ、平成21年の

制定を目指し、まとめていく予定ですので、奮ってご参加ください。

地域説明･意見交換会の日時･場所 ▼各コミュニティセンターを会場に、右

表の日程で開催します。時間は、いずれの日も午後７時から９時までです。

条例案に係る意見公募手続き（パブリックコメント） ▼９月１日（月）から30

日（火）まで、条例案に係る意見等を募集します。条例案は、役場（自治推

進課）と各コミュニティセンターのほか、村公式ホームページ（http://www

.vill.tokai.ibaraki.jp）で公開しますので、多くのご意見をお寄せください。

問合せ ▼総務部自治推進課自治推進担当（☎282-1711 内線1341）

日時（９月） 会　　場

20日（土）20日（土）
19:00 ～ 21:0019:00 ～ 21:00

舟石川舟石川
コミュニティセンターコミュニティセンター

21 日（日）21日（日）
19:00 ～ 21:0019:00 ～ 21:00

白方白方
コミュニティセンターコミュニティセンター

24 日（水）24日（水）
19:00 ～ 21:0019:00 ～ 21:00

中丸中丸
コミュニティセンターコミュニティセンター

25 日（木）25日（木）
19:00 ～ 21:0019:00 ～ 21:00

真崎真崎
コミュニティセンターコミュニティセンター

26 日（金）26日（金）
19:00 ～ 21:0019:00 ～ 21:00

村松村松
コミュニティセンターコミュニティセンター

30 日（火）30日（火）
19:00 ～ 21:0019:00 ～ 21:00

石神石神
コミュニティセンターコミュニティセンター
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７月の村内交通事故発生状況
発生件数 死者数 負傷者数

７月中の件数 17 0 23
１月からの累計 131 1 169
前年との比較 ＋3 －1 －5

８月の納付
納 期 限 平成20年９月１日（月）

納付種別

村･県民税 第２期分
国民健康保険税 第２期分
介護保険料 第３期分
後期高齢者医療保険料 第２期分

お知らせ･ピック
ア
ッ
プいいいんんんふふふぉぉぉ

めめめーーーしししょょょんんん電話番号 ☎ 282-1711（代表）

役
場
の

募集募集

生きがいづくり支援事業参加者募集
NPO法人「楽

らく

楽
らく

茶
ちゃ

の間
ま

」が村からの委託を受け
て行う「生きがいづくり支援事業」に参加し、健
康体操やレクリエーションを通して楽しく仲間
づくりをしませんか。
■日 程 等

 

■時　　間 午前10時～午後３時
■対　　象 村内在住で65歳以上の方
■参 加 費 350円／回（昼食代）
■問 合 せ 岡部ちい子さん（NPO法人「楽楽茶
の間」代表 ☎284-0215）　

期　　日 場　　所

９月２日（火）
なごみ･総合支援センター

真崎コミュニティセンター

９月９日（火）
なごみ･総合支援センター

舟石川コミュニティセンター

NPO法人「楽楽茶の間」主催

防衛大学校
　修学年限は４年で、卒業後１年で陸上･海上･
航空自衛隊の幹部に任官します。
■対　　象 高等学校を卒業（見込みを含む）し
た21歳未満の方

■受付期間 推薦:９月５日（金）～９日（火）　
一般 :９月８日（月）～ 30日（火）
■試 験 日 第１次試験…推薦 :９月27日（土）
･28日（日）　一般:11月15日（土）･16日（日）　
第２次試験（一般のみ）…12月16日（火）から
20日（土）までの指定する１日

■合格発表 推薦 :11月12日（水）　一般:平成21
年２月17日（火）

防衛医科大学校
　修学年限は６年で、国家試験合格後に医者と
して幹部に任官します。
■対　　象 高等学校を卒業（見込みを含む）し
た21歳未満の方

■受付期間 ９月８日（月）～ 30日（火）
■試 験 日 第１次試験…11月１日（土）･２日
（日）　第２次試験…12月３日（水）から５日
（金）までの指定する１日
■合格発表 平成21年２月13日（金）

自衛隊中央病院高等看護学院
　修学年限は３年で、国家試験合格後に看護師
として２等陸曹に昇任します。
■対　　象 高等学校を卒業（見込みを含む）し
た24歳未満の方

■受付期間 ９月８日（月）～ 30日（火）
■試 験 日 第１次試験…10月25日（土）　第
２次試験…11月22日（土）または23日（日）の
指定する１日

■合格発表 平成21年１月９日（金）
給　　与

防衛大学校学生･防衛医科大学校学生…108,300円
／月　看護学院学生…159,500円／月

問 合 せ
東海村総務部総務課総務法制担当（内線1313）、自衛
隊茨城地方協力本部水戸募集案内所（☎226-9294
ホームページhttp://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/　電
子メールhq1-ibaraki@pco.mod.go.jp）

■雇用要件 ①村内在住②高等学校を卒業③基
本的なパソコン操作が可能――を満たす方
■雇用期間 10月１日（水）～平成21年３月30日（月）
■募集人数 １人
■勤務時間 水･木曜日が午後３時15分から７時
15分まで、土･日曜日が午前８時30分から午後
５時15分までのほか、館長の指定する日を含
め、週２～３日の交代勤務となります。
■賃　　金 時給870円　※通勤距離が片道２
km以上ある方には通勤手当が支給されます。
■そ の 他 ９月３日（水）の午後２時から村立
図書館で面接を行います。
■申し込み・問合せ 履歴書に必要事項を自筆
で記入し、顔写真を添付の上、８月31日（日）
の午後５時までに村立図書館（☎282-3435）へ
お持ちください。

平成20年度自衛官募集平成20年度自衛官募集

村立図書館臨時職員募集村立図書館臨時職員募集
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９月の就労相談･D
ドメスティックバイオレンス

V相談･消費生活相談
場 　 所 相談室№１･№２（役場行政棟２階･村民相談室内）
問 合 せ 総務部自治推進課村民相談室（内線1275）
●就労相談（☎287-0862）午前９時～正午、午後１時～５時
２日（火）、５日（金）、９日（火）、12日（金）、16日（火）、19日（金）、
26日（金）、30日（火）
●DV相談（☎287-0863）午前９時～正午、午後１時～４時
１日（月）、３日（水）、４日（木）、８日（月）、10日（水）、11日（木）、
17日（水）、18日（木）、22日（月）、24日（水）、25日（木）、29日（月）
●消費生活相談（☎287-0858）午前９時～正午、午後１時～４時
１日（月）、２日（火）、３日（水）、４日（木）、５日（金）、８日（月）、
９日（火）、10日（水）、11日（木）、12日（金）、16日（火）、17日（水）、
18日（木）、19日（金）、22日（月）、24日（水）、25日（木）、26日（金）、
29日（月）、30日（火）

９月の心配ごと相談･人権相談･行政相談･法律相談
場 所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問 合 せ 社会福祉協議会（☎282-2804）
相談日 時間 相談種別

５日（金）
10:00 ～ 14:00
（法律相談は

正午まで）

心配ごと相談
人権相談･行政相談
法律（弁護士）相談

12日（金）10:00 ～ 14:00
心配ごと相談
人権相談･行政相談

19日（金）10:00 ～ 14:00
心配ごと相談
人権相談･行政相談

26日（金）10:00 ～ 14:00
心配ごと相談
人権相談

毎週
月･水曜日

13:30 ～ 15:00
心配ごと電話相談
（☎282-0917）

■職　　種 農業災害補償法に基づく一般行政
事務
■採用人数 ２人程度
■受験資格 昭和55年４月２日から平成３年４
月１日までに生まれ、高等学校を卒業（見込
みを含む）した方
■試 験 日 １次試験…10月19日（日）　２次試
験…１次試験合格者に通知します
■選考方法 １次試験…教養試験　２次試験…
作文試験･面接試験
■採用予定日 平成21年４月１日（水）
■申し込み・問合せ 茨城北農業共済事務組合
（常陸太田市金井町3661-1 ☎0294-72-6227）で
配布の願書に必要事項を記入し、顔写真（３
か月以内に撮影した無帽のもの）を添付の上、
９月１日（月）から９月12日（金）までの土･日
曜日を除く午前８時30分～午後５時15分に
茨城北農業共済事務組合へお持ちください。

茨城北農業共済事務組合職員募集茨城北農業共済事務組合職員募集

体験フラダンス・定期レッスン受講者募集体験フラダンス・定期レッスン受講者募集
体験フラダンス

■日 程 等 村松コミュニティセンター…９月
１日（月）･８日（月）の午前10時～正午　真崎
コミュニティセンター…９月５日（金）･12日
（金）の午後１時30分～４時

定期レッスン
■日 程 等 中丸コミュニティセンター…毎月
第１･第２･第３月曜日の午後１時30分～４時　
中央公民館…毎月第１･第２･第３木曜日の午後
７時～９時　真崎コミュニティセンター…毎
月第１･第２･第３金曜日の午後１時30分～４時

講　　師
芳賀明美さん講　師

受 講 料
無料

問 合 せ
所良子さん（☎282-3719） ※事前の申し込みは
必要ありません。

　応急手当の指導･普及を行う応急手当普及員
を養成する講習と応急手当普及員有資格者を対
象とする再講習が開催されます。

養成講習
■期　　間 10月８日（水）～10日（金）　（３日間）
■時　　間 午前８時30分～午後５時
■内　　容 応急手当の基礎知識、心肺蘇

そ

生
せい

法、
AED（自動体外式除細動器）の使用法、外傷の
手当て要領、搬送法など

■受 講 料 7,000円／人（教材費等）
再 講 習

■日　　時 10月７日（火） 午前９時～午後３時
■内　　容 心肺蘇生法、AEDの使用法など
■受 講 料 4,000円／人（教材費等）

場　　所
コミュニティセンター城里（城里町石塚1428-1）

定　　員
いずれの講習も先着100人まで

そ の 他
①動きやすい服装をご用意ください。②修了の
際に認定証が交付されます。③昼食は各自ご準
備ください。

申し込み・問合せ
　９月１日（月）から19日（金）までに、東海村
消防本部（☎282-2038）へ申し込みください。

応急手当普及員講習受講者募集応急手当普及員講習受講者募集

「

「Tokai JLTにほんご教室」では、外国人に日
本語を教える指導員を養成する「日本語ボラン
ティア指導員養成講座」の受講生を募集します。
■日　　時 ９ 月30日（火）か ら12月16日（火）
までの毎週火曜日

■時　　間 午前９時30分～正午
■場　　所 ボランティア市民活動センター
「えがお」
■受 講 料 2,500円（テキスト代）
■申し込み・問合せ ９月５日（金）までに、坂本
雅 子 さ ん（☎・FAX282-1965　電 子 メ ー ル
sakamasa33@hotmail.com）へ申し込みください。

日本語ボランティア指導員養成講座が開講
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「みんなですこやかウオーキング」参加者募集「みんなですこやかウオーキング」参加者募集
■日　　時 ９月３日（水）　午前10時から　
※雨天時は中止となります。

■場　　所　総合福祉センター「絆」
■対　　象　村内在住の方
■内 　 容  約１時間のウオーキング（４㎞ま
たは５㎞のいずれかのコースを選択）

■そ の 他 飲み物とタオルをお持ちの上、歩
きやすい服装でご参加ください。

■問 合 せ 保健センター（☎282-2797） ※当
日の午前９時40分から総合福祉センター「絆」
正面入り口前で受け付けを行います（事前の
申し込みは必要ありません）。

９月の健康相談
場　　所 保健センター（総合福祉センター内）
問 合 せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 相談名 日時

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

18日（木）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～ 14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

18日（木）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～ 14:00

●乳幼児健診 健診名 日時 対象児

乳児 10日（水） 13:15 ～ 14:00 平成20年４月生まれの子

１歳６か月児 17日（水） 13:15 ～ 14:00 平成19年２月生まれの子
３歳児 24日（水） 13:15 ～ 14:00 平成17年７月生まれの子
２歳半歯科 25日（木） 13:15 ～ 14:00 平成18年２月生まれの子

●乳幼児教室 教室名 日時 対象児
赤ちゃん教室 ２日（火） 13:20 ～ 15:00 平成20年６月生まれの子

催し物（講演会ほか）催し物（講演会ほか）

　高齢者の健康維持と障がい者の機能回復のた
めの水中体操教室が開催されます。

健康維持コース
■期　　間 前半…９月29日（月）から12月22日
（月）までの毎週１回　後半…平成21年１月５
日（月）から３月16日（月）までの毎週１回
■日 程 等 

■対　　象 村内在住でおおむね65歳以上の方
■参 加 費 前半･後半とも、各3,000円／人

リハビリテーションコース
■期　　間 １組（毎週月曜日）…前半:９月29日
（月）～ 12月22日（月）　後半:平成21年１月５
日（月）～３月16日（月）　２組･３組（毎週木曜
日）…前半:10月２日（木）～ 12月11日（木） 後半:
平成21年１月８日（木）～３月12日（木）
■時　　間 １組･２組…午後１時～２時　３
組…午後２時30分～３時30分
■対　　象 村内在住の40歳以上で、障がいが
あり、機能回復訓練を希望する方 ※医師の
意見書が必要となります。
■定　　員 各組とも若干名
■参 加 費 前半･後半とも、各3,000円／人

場　　所
総合福祉センター「絆」（機能回復プール）

内　　容
水中でのウオーキングや体操など

そ の 他
①初参加の方を優先します。②参加費は前半･
後半に分けての支払いとなります。

申し込み・問合せ
　８月28日（木）から９月５
日（金）までに、高齢者セン
ター（☎282-4300）へお越し
の上、申し込みください。
なお、受け付けの際に簡単
な問診を行います。

クラス 曜　日 時　間 定　員
１組 月

９:30 ～ 10:30
先着13人

２組 金 先着13人
土曜 土 先着13人

水中体操教室参加者募集水中体操教室参加者募集

　県内で介護職への就職を検討している方（学生
を含む）を対象とする就職面接会が開催されます。
■日　　時 ９月26日（金）　午後１時～３時
30分 （午後０時15分受け付け開始）

■場　　所 フェリヴェール･サンシャイン（水
戸市白梅2-3-86）

■問 合 せ ハローワーク水戸（☎231-6223）

介護職就職面接会介護職就職面接会参加
費

参加
費

無
料

無
料

■日　　時 ９月20日（土） 午前10時～午後２時
■場　　所 茨城県三の丸庁舎･広場（旧県庁 
水戸市三の丸1-5-38）

■内　　容 愛犬のしつけ方教室、動物の正し
い飼い方、犬猫なんでも相談、動物ふれあいコー
ナー、ディスクドッグショー、表彰式典ほか
■問 合 せ 茨城県動物指導センター（☎0296-
72-1200）

参加
費

参加
費

無　
料

無　
料

９月の健康体操参加者募集
時　　間 午前９時30分～ 11時
問 合 せ 保健センター（☎282-2797）
●はつらつ健康体操（チューブ体操、ストレッチ体操など）
対象 期日 場所

村内在住でおおむね65歳
以上の方 （体力に応じて
65歳未満の方も参加でき
ます）

５日（金）舟石川コミュニティセンター
８日（月）白方コミュニティセンター
12日（金）村松コミュニティセンター
19日（金）真崎コミュニティセンター
26日（金）石神コミュニティセンター
29日（月）中丸コミュニティセンター

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）
対象 期日 場所

村内在住で40歳以上65歳
未満の方

３日（水）中丸コミュニティセンター
11日（木）白方コミュニティセンター
18日（木）村松コミュニティセンター
25日（木）真崎コミュニティセンター

大好きいばらき動物愛護フェスティバル2008入　
場

無　
料
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エトセトラエトセトラ

平成20年第３回東海村議会定例会開催

■問 合 せ 議会事務局（内線1281）　※議会は
どなたでも傍聴できるほか、コミュニティセ
ンターなどでもTV中継します。なお、議会終
了から１週間後には議会ウェブサイト（http://
www.vill.tokai.ibaraki.jp/gikai/index.html）で録画
放映もご覧になれます。

期　　日 開会時間 議　　事
９月１日（月） 午前10時 議案上程
９月９日（火） 午前10時 一般質問
９月10日（水） 午前10時 一般質問
９月11日（木） 午前10時 一般質問
９月24日（水） 午前10時 議案審議

　

傍 席聴

ご家庭に心の病気を患う方がいる村内在住の
家族の方を対象に、本人に対する接し方や日ご
ろ抱えている不安や悩みについて懇談･意見交
換等を行う「家族交流会」を開催します。
■期 日 ９月19日（金）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 なごみ･総合支援センター
■申し込み・問合せ なごみ･総合支援セン
ター（☎287-2525）

家族交流会のお知らせ家族交流会のお知らせ参加
費

無　
料

　社団法人日本リウマチ友の会茨城支部の主催に
よるリウマチ治療に関する講座が開催されます。
■日　　時 ９月６日（土） 午後１時～４時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆」
■内　　容 ①講演「リウマチと女性医療」…講
師:村島温子さん（国立成育医療センター母性
内科医長）　②講演「私の母の思い出～リウマ
チ患者と手術～」…講師:平野篤さん（水戸協
同病院長･整形外科医師）　③療養相談（足と
靴の相談）…村島温子さん･平野篤さん･猪狩
憲史さん（理学療法士･義肢装具士）
■問 合 せ 大井川ヨシ子さん（☎273-4895）　
※事前の申し込みは必要ありません。

公開講座「リウマチ教室」公開講座「リウマチ教室」

■日　　時 ９月19日（金） 午後１時30分から
■場　　所 総合福祉センター「絆」
■内　　容 ①村の総合検診（６月～８月に実
施）結果の検査値の読み方や生活習慣病･メタ
ボリックシンドロームについての説明…講師:
大場義幸さん（村立東海病院医師）　②運動教
室…講師 :杉山章子さん（健康体操指導士）

■そ の 他 ①健診結果通知書をお持ちくださ
い。②簡単な運動を行いますので、動きやす
い服装と上靴、飲み物をご用意ください。

■申し込み・問合せ ９月12日（金）までに保健
センター（☎282-2797）へ申し込みください。

総合検診結果説明会総合検診結果説明会参加
費

参加
費

無　
料

無　
料

■日　　時 ９月25日（木） 午後２時～３時30分
■場　　所 ひたちなか保健所（ひたちなか市
新光町95）

■対　　象 気管支ぜんそくを患う子どもの保
護者等

■内　　容 ①講義「秋から冬に気をつけたい
気管支喘息～専門医からのアドバイス～」…
講師:黒川光俊さん（独立行政法人国立病院
機構茨城東病院小児科医長）　②講話「気管支
喘息児を家族で支えるために」…講師:ピア
相談員の皆さん

■そ の 他 乳幼児対象の予約制無料保育サー
ビスがあります（先着10人まで）。

■申し込み・問合せ ９月12日（金）までに、ひ
たちなか保健所（☎265-5647 FAX265-5040）へ
電話またはファクシミリ（名前と電話番号を
記入）により申し込みください。

　パネルシアター（張り絵を使ったお話）や散歩
を通して、楽しい親子の時間を過ごしませんか。
■期　　日 ９月10日（水）･24日（水）
■時　　間 午前10時～ 11時
■場　　所 中丸コミュニティセンター
■対　　象 村内在住で０歳から就学前までの
乳幼児とその親
■問 合 せ 地域子育て支援センター（百塚保
育所内　☎270-5660） ※事前の申し込みは必
要ありません。

受講
料

受講
料

無　
料

無　
料

子育て支援事業「ハッピーランド」を開催子育て支援事業「ハッピーランド」を開催参加
費

参加
費

無　
料

無　
料

受講
料

受講
料

無　
料

無　
料

子どもの気管支ぜんそくに関する講演会子どもの気管支ぜんそくに関する講演会受講
料

無　
料

９月の休日診療日程
診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
期日 病医院名 電話番号
７日（日）武藤小児クリニック 282-7722
14日（日）村立東海病院 282-2188
15日（月）茨城東病院 282-1151
21日（日）村立東海病院 282-2188
23日（火）東海クリニック 283-1711
28日（日）東原クリニック 283-2301
救急医療機関をお探しのときは… 電話番号
茨城県救急医療情報コントロールセンター

（毎日･24時間対応）241-4199

茨城子ども救急電話相談（毎日･午後６時30分～10時30分）

電話番号
254-9900
＃8000（プッシュ回線用加入電話、
携帯電話NTTDoCoMo･KDDI･SoftBank）
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　特定疾患（原因が不明で治療方法の確立してい
ない難病）の患者の方などに、医療費の自己負担
分のうち、月額4,000円を上限に助成します。
■申請期間 ９月１日(月) ～ 30日(火) (土･日曜
日、祝日を除く)

■対　　象 ①特定疾患の治療をしている方(｢一
般特定疾患医療受給者証｣をお持ちで自己負担
のある方)②関節リウマチの治療をしている方 
③精神疾患の治療をしている方(｢精神障害者保
健福祉手帳｣または｢自立支援医療受給者証(精
神通院)｣をお持ちで自己負担のある方)――の
いずれかに該当する村内在住の方

特定疾患患者等に医療福祉助成金を支給

平成20年度就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験
　病気等のやむを得ない事由により、保護者が

義務教育諸学校に就学させる義務を猶予または

免除させた子女等に対して、中学校卒業程度の

学力があるかを認定する国家試験です。合格し

た方は高等学校の入学資格が取得できます。

●受験資格 次のいずれかに該当する方　①就

学義務猶予免除者である方または就学義務

猶予免除者であった方で、平成21年３月31

日までに満15歳以上になる方　②保護者が

就学させる義務の猶予または免除を受けず、

平成21年３月31日までに満15歳になる方で、

その年度の終わりまでに中学校を卒業できな

いと見込まれることについてやむを得ない事

由があると文部科学大臣が認めた方　③平成

21年３月31日までに満16歳以上になる方　

④日本の国籍を有しない方で平成21年３月

31日までに満15歳以上になる方

●試 験 日 11月４日(火)

●申し込み・問合せ 茨城県教育庁義務教育課

人事担当（☎301-5220）に備え付けの願書に必

要事項を記入の上、９月９日(火)までに文部科

学省生涯学習推進課（〒100-8959 東京都千代田

区霞が関三丁目２番２号）へ郵送してください。

■必要書類 ▼申請書▼医療機関の領収書(領収
日が平成20年３月から８月まで)▼振込口座番
号が確認できる預金通帳やカード▼委任状▼印
鑑(振込口座が申請者本人名義でない場合のみ)
――のほか、①の方は受給者証、②の方は医師
の診断書(過去に助成を受けたことのない方の
み)、③の方は手帳(自立支援医療受給者証をお
持ちの方は｢自己負担上限額管理票｣)が必要と
なります。
■申し込み・問合せ ①･②の方…保健センター
(☎282-2797)　③の方…なごみ･総合支援セン
ター (☎287-2525)

　在宅で療養し、介護が必要な状態にある難病
患者の方を対象とした支援事業を行っています。
■対　　象 村内在住で、日常生活を営むのに
支障があり、介護･家事等の便宜を必要とす
る18歳以上の特定疾患(厚生労働科学研究難
治性疾患克服研究事業（特定疾患調査研究分
野）の対象疾患）または関節リウマチの患者
で、介護保険法･老人福祉法･身体障害者福祉
法等の施策の対象とならない方

■内　　容 ①難病患者等短期入所事業…介護
者が疾病等で一時的に介護できないとき、医
療機関等に入所（７日以内）　②難病患者等日
常生活用具給付事業…特殊寝台･車いす･歩行
支援用具等の生活用具を給付　③難病患者等
ホームヘルプサービス事業…ホームヘルパー
派遣による介護･家事等の援助

■申し込み・問合せ 保健センター(☎282-2797)

　農地法第84条の規定に基づき､８月１日現在
における小作地の所有状況についての縦覧を行
います。
■期　　間 ９月１日（月）～ 30日（火）　※土･日
曜日、祝日は除きます。
■時　　間 午前８時30分～午後５時15分
■場　　所 東海村農業委員会事務局（経済環
境部経済課内）
■問 合 せ 東海村農業委員会事務局（内線1437）

農地法第84条の規定による縦覧

在宅難病患者支援のご案内

　障がい者や要介護高齢者等を在宅介護してい
る家族の方に介護慰労金を支給します。
■対　　象 ①満３歳以上65歳未満で▼身体障
害者手帳１級･２級▼療育手帳の総合判定Ａ▼
精神障害者保健福祉手帳１級――のいずれかに
該当し、介護慰労金申請後の訪問調査で該当
すると認められた方　②65歳以上で要介護４･
５に認定されている方　※ただし、平成19年８
月１日から平成20年７月31日までの間に、障害
者自立支援法の障害福祉サービスまたは介護保
険法のサービス（いずれも原則として１週間以
内のショートステイを除く）を利用した方や医療
機関に長期入院された方は対象となりません。
■申し込み・問合せ 福祉部介護福祉課備え付
けの申請書に必要事項を記入し、印鑑を持参の
上で、上記対象①に該当する場合は介護福祉
課（障がい支援担当 内線1166）へ、②に該当す
る場合は介護福祉課（高齢支援担当 内線1164）
へ９月５日（金）までに申し込みください。

在宅介護慰労金50,000円を支給
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子
守
歌
は
基
本
的
に
赤
ち
ゃ
ん
の「
寝

か
せ
歌
」で
、
産
ま
れ
て
初
め
て
聞
く
、
親

と
子
が
お
互
い
に
き
ず
な
を
確
か
め
ら

れ
る
歌
な
の
で
す
。〝
私
の
か
わ
い
い
○

○
ち
ゃ
ん
〞
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
、

抱・

・

・

っ
こ
や
お・

・

・

ん
ぶ
、
添
い
寝
を
し
な
が
ら

子
ど
も
に
向
か
っ
て
歌
っ
て
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
に「
あ
そ
ば
せ
歌
」
と
し
て
、

歌
っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
守
歌
の
効
用

　

赤
ち
ゃ
ん
を
落
ち
着
か
せ
、
心
を
癒
や

し
、
子
守
歌
を
歌
っ

て
あ
げ
る
人
と
赤

ち
ゃ
ん
と
の
一
体
感

を
強
め
る
作
用
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
歌
っ

て
い
る
人
の
心
が
和
み
、
気
持
ち
が
安
ら

ぐ
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
。

子
守
歌
の
歴
史

　

子
守
歌
は
古
く
は
縄
文
時
代
か
ら
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
葉
も
な
い
時
代
の

子
守
歌
は
、
鳥
や
け
も
の
の
鳴
き
声
を
ま

ね
て
歌
っ
た
そ
う
で
、
例
え
ば
、
フ
ク
ロ
ウ

の
鳴
き
声
の「
ホ
ー
」は
知
恵
の
神
様
で
あ
る

フ
ク
ロ
ウ
の
よ
う
に
賢
く
、
ク
マ
の
鳴
き
声

の「
ク
マ
」は
ク
マ
の
よ
う
に
強
く
、
ホ
ロ
ホ

ロ
鳥
の
鳴
き
声
の「
ホ
ロ
ホ
ロ
」は
危
険
な
こ

と
か
ら
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を

込
め
て
歌
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

代
表
的
な
日
本
の
子
守
歌

「
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り
よ　

お
こ
ろ
り
よ　

坊
や
は
よ
い
子
だ　

ね
ん
ね
し
な
」

　

子
守
歌
を
あ
ま
り
歌
っ
た
こ
と
の
な
い

方
で
も
、
こ
の
子
守
歌
は
な
ん
と
な
く
分

か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
子

守
歌
は「
江
戸
の
子
守
唄
」と
い
い
、
こ
れ

が
い
ろ
い
ろ
な
地
方
で
発
展
し
、
そ
の
地

方
の
子
守
歌
が
で
き
た
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
中
で
も
静
岡
県
の「
こ
の
子
の
か
わ

い
さ
」
と
い
う
子
守
歌
の
詩
が
と
て
も
素

敵
な
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
坊
や
は
よ
い
子
だ　

ね
ん
ね
し
な　

こ
の

子
の
か
わ
い
さ　

限
り
な
さ　

天
に
の
ぼ
れ

ば
星
の
数　

七
里
ヶ
浜
で
は
砂
の
数　

山
で

は
木
の
数　

萱か
や

の
数　

沼
津
へ
下
れ
ば
千

本
松　

千
本
松
原
小
松
原　

松
葉
の
数
よ

り　

ま
だ
か
わ
い　

ね
ん
ね
ん
こ
ろ

り
よ　

お
こ
ろ
り
よ
」

　

星
や
砂
、
千
本
松
の
松
葉
の
数

な
ど
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
限
り

な
く
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
よ
り

も
、
あ
な
た
の
か
わ
い
ら
し
さ
が

何
よ
り
限
り
な
い
と
い
う
母
の
愛

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
子
の
き
ず
な

　

抱・

・

・

っ
こ
し
て
、
わ
が
子
を
慈
し
み

な
が
ら
静
か
に
繰
り
返
し
繰
り
返
し

子
守
歌
を
歌
う
こ
と
で
、「
あ
な
た
は

無
条
件
に
愛
さ
れ
る
存
在
で
す
よ
」

と
い
う
思
い
、
優
し
い
言
葉
や
笑
顔

が
伝
わ
り
安
心
感
が
生
ま
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
無
意

識
だ
か
ら
こ
そ
、「
三
つ
子
の
魂
百
ま

で
」の
諺

こ
と
わ
ざの

と
お
り
、
胸
の
中
に
宝
物

と
な
っ
て
残
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

親
と
子
の
き
ず
な
が
し
っ
か
り
で
き
て

い
る
と
、
子
ど
も
は
、
困
っ
た
と
き
に
は
無

条
件
に
愛
し
て
く
れ
る
親
が
い
る
こ
と
を

思
い
出
し
て
頑
張
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
親
も
子
ど
も
を
自
分

の
手
か
ら
離
し
て
見
守
る
勇
気
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
お
子
さ
ん
を
抱
っ
こ
し
て

子
守
歌
を
歌
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

２
７
９
７
）

真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（太田･箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、
南台、緑ヶ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、亀下 （毎週） 月曜日・木曜日 １日・４日・８日・11日・15日

18日・22日・25日・29日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀１･長堀２）、
長堀寮、原電滝坂、石橋向住宅、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火曜日・金曜日 ２日・５日・９日・12日・16日

19日・23日・26日・30日

９月の資源物･ごみ収集日割表（祝日の収集も行います） 問 合 せ　経済環境部ごみゼロ推進課（☎282-7289）

内宿１、亀下 ４日・11日
19日・29日

百塚、内宿２、豊岡
舟石川３ ４日・19日

竹瓦 11日・29日

舟石川２ ５日・12日
22日・30日

南台、川根、原電滝坂 ５日・22日
豊白 12日・30日

※各回収日の午前７時から８時30分まで
に出してください。

押延、須和間、船場、原子力機構（荒谷台） ３日・17日
竹瓦、内宿１、内宿２ １日・18日
真崎、村松北、権現山寮、真砂寮 ２日・16日
原子力機構（長堀１･長堀２）、長堀寮、舟石川３、
原電滝坂、石橋向住宅、外宿１、外宿２ ４日・22日

緑ヶ丘、南台 ５日・19日
百塚、豊岡、亀下、豊白 10日・24日
白方、岡、原子力機構（百塚） ９日・26日
舟石川１ ８日・25日
原子力機構（太田･箕輪）、宿、川根、照沼 12日・30日
舟石川２、舟石川中丸 11日・29日

燃えないごみ･粗大ごみ資 源 物
真崎、村松北、舟石川中丸
外宿２、原子力機構（太田）

１日・８日
16日・24日

船場、照沼 １日・16日
原子力機構（長堀１･長堀２･
荒谷台･箕輪）、須和間

２日・９日
17日・25日

緑ヶ丘 ２日・17日
白方 ９日・25日

舟石川１、原子力機構（百塚） ３
日・10日

18日・26日
宿、押延、岡 ３日・18日
外宿１ 10日・26日

燃えるごみ
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発
行

東
海
村

編
集

総
務
部
総
務
課

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１

印
刷

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い
８
月
25
日
号

〈東海村公式ホームページ〉　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

原　原　

淑淑よ

し

ゆ

き

よ

し

ゆ

き行行

村
松
山
虚
空
蔵
堂

村
松
山
虚
空
蔵
堂

川
かわ

野
の

健
たける

さ
ん

（豊岡）

今
回
は
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
英
語
学
科
に
在
籍
す

る
川
野
健
さ
ん（
22
歳
）の
登
場
で
す
。

両
親
が
学
校
の
先
生
と
い
う
家
庭
で
育
ち
、〝
子
ど
も

が
好
き
〞と
い
う
健
さ
ん
は
現
在
、
小
学
校
の
先
生
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
勉
強
中
と
の
こ
と
。
小
学
４
年
生
か

ら
高
校
３
年
生
ま
で
は
、
部
活
動
を
通
し
て
弓
道
を
続

け
た
そ
う
で
、「
高
校
時
代
は
同
じ
部
員
の
２
倍
く
ら
い

練
習
し
ま
し
た
。
静
か
な
中
、
一
本
一
本
真
剣
に
弓
を
射

る
こ
と
で
、
集
中
力
が
備
わ
り
、
物
事
を
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
根
気
も
身
に
付
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

そ
ん
な
健
さ
ん
は
、
一
方
で〝
自
然
を
楽
し
む
こ
と
〞に

も
夢
中
だ
と
か
。
天
体
望
遠
鏡
で
星
や
月
を
観
察
し
た

り
、
自
宅
の
庭
で
自
ら
栽
培
す
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
カ
ブ
の

成
長
を
楽
し
み
に
見
守
っ
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に〝
子
ど
も
と
自
然
が
好
き
〞と
い
う
健
さ

ん
。「
こ
れ
か
ら
は
自
分
と
違
う
世
代
の
人
や
外
国
人

と
も
か
か
わ
り
を
持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
吸
収

し
、
自
分
の
人
生
の
糧
と
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
穏

や
か
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Vol.192

　

村
松
山
は
、
日
高
寺
や
日
光
寺
と
も
呼
ば
れ
、
常
陸
五
山

な
ど
山
岳
信
仰
と
の
結
び
付
き
が
深
い
寺
院
と
し
て
平
安
時

代
に
創
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
七
堂
伽が

ら

ん藍
の
置
か

れ
た
位
置
は
、
那
珂
郡
と
久
慈
郡
の
境
界
付
近
に
あ
り
、
太

平
洋
と
２
つ
の
内
海（
阿
漕
ヶ
浦
、
真
崎
浦
）を
結
ぶ
要
衝
の

地
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
の
領
主
層
に
と
っ
て

も
当
地
域
を
支
配
す
る
上
で
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
近
く
に

は
城
館
が
築
か
れ
、
時
に
戦
場
と
化
し
、
文
明
17
年（
１
４
８
５

年
）に
も
虚
空
蔵
堂
は
戦
禍
を
被
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
政
治
的
に
重
要
な
拠
点
と
し
て
の
位
置
付
け

と
は
相
反
し
て
、
村
松
山
は
周
辺
の
豊
か
な
水
辺
環
境
と
人
々

の
営
み
が
織
り
成
す
景
観
を
宝
に
、
虚
空
蔵
の
信
仰
と
結
び

付
き
、
人
々
の
心
を
癒
や
し
、
安
ら
ぎ
と
至
福
の
ひ
と
と
き

を
提
供
し
て
き
た
の
で
し
た
。
大
海
と
内
海
と
の
漁
業
や
製

塩
業
、
そ
し
て
海
上
交
通
の
中
継
地
点
と
し
て
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
経
済
活
動
と
結
び
付
い
た
篤あ

つ

い
信
仰
が
築
か
れ
、

多
く
の
人
た
ち
を
引
き
付
け
て
き
た
の
で
し
た
。
江
戸
時
代

に
松
尾
芭
蕉
の
仏ぶ

っ
ち
ょ
う
ぜ
ん
じ

頂
禅
師
を
訪
ね
た
旅
の
記
録「
鹿
島
詣
」発

表
以
後
、
江
戸
に
近
い
鹿
島
神
宮
が
三
社
巡
り
観
光
で
隆
盛

を
見
ま
し
た
が
、
村
松
山
は
、
そ
れ
以
前
の
中
世
か
ら
旅
の

目
的
地
の
一
つ
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
戦
国
時

代
に
活
躍
し
た
恵え

は

ん範
上
人
が
、
２
つ
の
内
海
の
ど
ち
ら
か
を

指
し
て
中
国
杭
州
の「
西
湖
」に
準

な
ぞ
ら

え
て
お
り
、「
旅
人
の
夢
を

洗
う
」（「
村
松
虚
空
蔵
堂

勧か
ん
じ
ん
し
ょ

進
疏
」）と
記
録
し
て
い

る
の
も
そ
の
一
例
で
す
。

　

水
戸
黄
門
こ
と
水
戸

藩
第
二
代
藩
主･

徳
川
光

圀
も
当
地
を
訪
れ「
村
松
の
梢

こ
ず
え

に
波
の
音
そ
ひ
て
夜
半
の
嵐
に

夢
も
結
ば
ず
」の
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
水
戸
八
景「
村
松
の

晴
嵐
」の
誕
生
の
契
機
と
な
っ
た
歌
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

原は
ら

南な
ん
よ
う陽
の
実
弟
で
あ
る
水
戸
藩
郡

こ
お
り

奉
行
雨
宮
瑞ず

い
て
い亭
が
文
化

年
間
に
著
し
た「
美み

ち
艸く

さ

」に
は
、「
虚
空
蔵
」、「
マ
サ
キ
」、「
ア

コ
キ
」、「
下
手
川
」の
ほ
か
村
松
村
が
地
引
場
で
あ
る
こ
と
が

太
平
洋
側
か
ら
眺
望
し
た
絵
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
藩
か
ら
水
戸
常
陸
方
面
を
旅
し
た
多
く
の
文
人

や
志
士
た
ち
も
村
松
山
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
人
、
二

本
松
藩
の
成
田
確か

く
さ
い斎
も
文
政
６
年（
１
８
２
３
年
）３
月
６
日

（「
南な

ん
き
ょ
う
き
ゆ
う

轎
紀
遊
」）に
、
虚
空
蔵
堂
を
お
参
り
し
て
い
ま
す
。

　

村
松
山
は
、
名
勝
の
地
と
し
て
明
治
以
降
も
地
域
振
興
の

た
め
観
光
誘
客
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
内
海
の
干
拓
農
地

化
や
周
辺
の
大
規
模
開
発
に
よ
り
景
観
を
楽
し
む
機
会
が
極

端
に
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
下
手
川
河
口
付
近
、
松
林

や
砂
浜
を
散
策
路
と
し
て
整
備
し
、
伝
統
あ
る
東
海
村
の
優

れ
た
景
勝
地
を
保
護
活
用
す
る
よ
う
、
市
民
の
力
に
よ
り
推

進
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。




